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トピックス ー町の話題ー

「早寝・早起き・朝ごはん」食育教室を開催！

　「いただきま～す♪」お母さんと一緒に元気に挨拶できたか
な？
　２月 17 日（水）の育児相談に来所された方々に試食をしても
らいながら、朝食のお話をしました。
　切り干し大根入りの豆乳みそ汁をしっかり味わい、「おいし
～！」と、かわいい笑顔でお話してくれました。

　
　野木町ボランティア支援センター「きらり館」では、２
月 14 日（日）にホープ館において、中学生対象の協働のまち
づくり講座を開催しました。
　野木中と野木二中の２年生 23 人が、「野木町をみんなで
考える」をテーマに４つのグループに分かれてワークショッ
プを行い、最後のグループ発表では、

「ひまわりで町を埋め尽くしたい」「全員であいさつできる
笑顔があふれる町にしたい」「小さい子どもに色々な体験を
させてあげられる施設を増やしたい」「今よりももっと高齢
者に優しい町にしたい」「外国の人とも交流できる楽しい町にしたい」など、生徒１人１人から野木町
の将来に対する熱い想いを聞くことができました。

　「野木町音頭」や「ふれあいの町」などの楽曲の保存及び
次世代への継承を目的として活動している「野木町民の歌保
存会」は、２月 14 日（日）に開催された「公民館まつり」に
おいて、日頃の練習の成果を披露する発表会を行いました。
　発表会の途中からは一般の観客も参加し、みんなで輪に
なって「ふれあいの町」を歌うなど、全員参加の楽しい発表
会となりました。

野木町協働のまちづくり支援事業

野木町民の歌保存会が歌声を披露しました

中学生対象の協働のまちづくり講座を
開催しました

　２月６日（土）福島県のだいくらスキー場で、野木町ス
キー・スノボ講習会が開催されました。総勢 69 名が参加
され、各々の習熟度に合わせて町スキー協会と現地インス
トラクターにより、滑り方を教わりました。
　最初は、止まれなかったり、曲がれなかったりした参加
者も次第に上達して、斜面を軽快に滑り降りる様子が見ら
れました。なかなか体験の難しいウインタースポーツも、
この講習会をきっかけとして盛んに行われていけばと思い
ます。

野木町スキー・スノボ講習会が
開催されました



（３５）

トピックス ー町の話題ー

日東工業株式会社から

ＥＶ車専用高機能普通充電器一式を

ご寄付いただきました。

　２月 25 日（木）日東工業株式会社の松下専務、鈴木機材事
業部長、栃木野木工場の大石工場長、須田総務課長が来庁され、
町長に目録が手渡されました。
　５月 10 日（火）にオープンする野木ホフマン館に設置させて
いただきます。

　第 45 回町工場協会ボウリング大会が２月 12 日（金）下総ゴールドレーンにて行われました。
　日頃の運動不足解消と各事業所との交流と親睦を図るため毎年開催されています。大会は、各事業所
の代表チームが優勝を目指して熱戦を繰り広げました。
　成績は、次のとおりです。【参加 14 事業所、参加者数 80 名（敬称略）】

団体の部
　優　勝　　　アイザック㈱ Ｂ
　準優勝　　　㈱乃木鈴建設産業
　３　位　　　工場協会事務局
個人の部
　優　勝　　　島津　忠弘　㈱乃木鈴建設産業
　準優勝　　　鶴巻　廣光　㈱乃木鈴建設産業
　３　位　　　大野　薫　　日本ピストンリング㈱Ａ
女性の部
　優　勝　　　浅見　和美　　㈱ムトウユニパックＢ　
　準優勝　　　大貫　かおり　アイザック㈱ Ａ
　３　位　　　森　　真理　　栃木日信㈱

第45回野木町工場協会ボウリング大会

野木分署に新型の消防車を配備しました

　３月１日（火）、小山市消防署野木分署に新型の消防車
が配備されました。この消防車は、2,000渥の水槽と圧
縮空気泡消火装置（ＣＡＦＳ＝通称キャフス）を装備
し、消火性能を向上させました。また、車体をスリム化し、
狭あい路での消防活動性能を強化しました。

　野木ライオンズクラブ（会長：鈴木隆守氏）より平成
27 年９月に発生した関東・東北豪雨災害の援助として、
昨年 10 月８日（木）に災害用非常食（20 万円相当）と本年２
月25日（木）に避難所標識（14万円相当）及び照明器具（６万
円相当）をご寄附いただきました。
　鈴木会長は、「これからも町のために協力していきたい」
とおっしゃっていました。

野木ライオンズクラブから
寄贈されました
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第９回公民館まつりが開催されました

　公民館の利用サークルの活動発表体験の祭典、第９回公民館
まつりが２月 13（土）、14（日）の両日、野木町公民館で開催され、
3,500 人が訪れ賑わいました。
　公民館では各種サークルの体
験に、体育センターではウエイ
トリフティングと軽スポーツの
体験にと、来場者が体験を果敢
に挑戦し楽しんでいました。

　来年は、10 周年。更にパワーアップする公民館まつりにご期待く
ださい。

町職員が非常招集訓練を行いました

　２月 14 日（日）、町は初の職員非常招集訓練を実施しました。町長が職員に非常招集を指示した後、
約 40 分間で職員の約７割に当たる 110 人が集まりました。
　招集訓練後、職員は、災害時に避
難所で想定される出来事を疑似体験
する避難所運営訓練の実施と国土交
通省利根川上流河川事務所防災対策
課長による防災講習会で昨年の豪雨
状況等の説明を受けました。
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消費者行政に関する首長表明
　近年の消費者を取り巻く環境は、インターネット等を利用した消費者被害や、若者、高齢者を狙っ
た悪徳商法の増加など、刻々と変化し、手口も非常に巧妙になっております。
野木町ではこのような被害の未然防止策として、消費生活センター窓口での消費者トラブルの問題解
決の助言のほか、国の消費者行政活性化基金等を活用したチラシ、パンフレットによる啓発活動、講
演会の開催などを実施しております。
　今後も町民に皆様が安全、安心に暮らせる地域社会づくりを目指して、継続的に消費者行政に取り
組んでまいりたいと考えております。
平成 28年４月 1日　　

野木町長　真瀬　宏子
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４月からごみの分別方法が一部変更となり、新たに ｢プラ容器｣ と ｢剪定枝｣ という分別が加わりました。

ごみの分別が変わりました

　商品の中身を取り出して不要となるプラスチック製の容器や包

装のことです。プラマークが目印です。

　プラ容器は中身を完全に使い切り、水でさっと洗って汚れを取り除いてから、

透明または白色半透明の袋に入れてお住まいの地域などで指定された可燃ごみの

集積所に出してください。出す曜日は家庭ごみ収集計画表をご確認ください。

このプラマークが目印！

剪定枝

　剪定枝とは、庭木や生け垣を剪定した木の枝のことです。太さ
10cm、長さ 60cm 以下にしてから、麻ひもか紙ひもで縛ってか
らお住まいの地域などで指定された可燃ごみの集積所に出してく
ださい。出す曜日は家庭ごみ収集計画表をご確認ください。

粗大ごみ・一時多量ごみの直接搬入先が変わりました

　これまで、粗大ごみと一時多量ごみを直接搬入していただく場合は、小山市内にある中央清掃センター

にお願いしておりましたが、４月からはごみの種類によって直接搬入先が変わりますのでご注意くださ

い。

●粗大ごみ・可燃ごみ・不燃ごみ・びん・缶・ペットボトルはこちらへ

　中央清掃センター

　小山市塩沢 576 － 15　撒 0285（24）3194

●剪定枝・プラ容器・古紙・古布はこちらへ

　南部清掃センター

　野木町南赤塚 1513 －２　撒 0280（33）3310

問町民生活部生活環境課撒（57）4246

南部清掃センターが完成しました鎧
　野木資源化センター跡地（野木町南赤塚 1513 －２）に小山広域保健衛生組合が整備を進めていた

南部清掃センターが完成し、４月から本格的な稼働が始まりました。

プラ容器

葛南部清掃センター

これまで通り、野木町の生ごみをリサイクルする施

設に加え、野木町、小山市、下野市のプラ容器と剪

定枝をリサイクルする施設や研修施設などを総称し

て南部清掃センターといいます。野木町にお住まい

の皆さんにも、南部清掃センターの稼働開始に伴っ

て 4 月から「プラ容器」と「剪定枝」の分別をお願

いしております。リサイクル率向上のためにも、よ

り一層の分別をお願いします。
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－子どもたちの未来へ・・
大切な近代化の遺産を伝えたい－

野木町煉瓦窯
５月 10 日（火）

グランドオープン鎧

野木町煉瓦窯・野木ホフマン館
　内覧会（分館・町共催）

グランドオープンに先立ち、野木町民の皆様に向けた事前公開と
して内覧会を開催いたします！

対象　小学校区分館に分かれた全町民の皆様（参加費は無料です）
　　　４月 23日（土）10時～ 11時 30分　野木分館・佐川野分館
　　　　　　　　　 15時～ 16時 30分　友沼分館
　　　４月 24日（日）10時～ 11時 30分　南赤塚分館
　　　　　　　　　 15時～ 16時 30分　新橋分館
内容　野木ホフマン館の内部見学
　　　野木町煉瓦窯のガイド付き無料見学
　　　館内飲食店「こびとカフェ」のプレオープン　など

　日本の近代化を支え、我が国のインフラ整備に大切な役割
を果たした野木町煉瓦窯の修復が終わり、いよいよ一般公開
を迎えます。
　さらに、観光と学習の拠点、地域振興の拠点として、野木
ホフマン館（野木町交流センター）も完成し、５月 10 日（火）

には、煉瓦窯の公開と野木ホフマン館の竣工を記念したグランドオープン式典と各種記念のイ
ベントなどを予定しております。５月 10 日（火）～ 15 日（日）をグランドオープンウイークとし
て、煉瓦窯の無料特別公開を予定しております。

興グランドオープン式典（会場：野木町煉瓦窯特設会場）
　５月 10 日（火）10 時～ 12 時　
　　テープカット・式典・アトラクション

興煉瓦窯特別公開【見学無料】（５月 10 日～ 15 日）
　５月 10 日（火）	 見学時間：14 時～ 17 時　
　５月 11 日（水）～ 15 日（日）　見学時間：  ９時～ 17 時
　※５月 17 日（火）以降の煉瓦窯の見学につきましては、
　　見学料（高校生以上 100 円）を徴収いたします。

興記念イベント関連事業
  （会場：野木町煉瓦窯特設会場　他）

　○煉瓦窯・メタセコイア並木への
    ライトアップ
　　（５月 10 日～ 15 日）
　○特別企画展「野木の起源」
　　（５月 10 日～７月 31 日）
　○町内出土の縄文土器を
    使った生け花展
　　（５月 10 日～ 15 日）
　○バルーン係留
　　（５月 10 日）


